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超巨大ブラックホールの進化を解明するには、X 線背景放射を分解し、物質降着の歴史を解明することが有効である。
そのためには、高角度分解能を持ち、かつ大有効面積の X 線望遠鏡が必要である。このような X 線望遠鏡で、しかも軽
量なものを実現するため、我々は軽量高剛性の素材である炭素強化繊維プラスチック (CFRP) を基板とした X 線反射鏡
の開発を進めている。しかし CFRP には、プリントスルーと呼ばれる繊維に起因する凹凸が表面に存在するため、CFRP
基板表面にそのまま X 線反射膜を成膜しても反射鏡として機能しない。これを克服するため、薄いアモルファスなニッ
ケルリン層を CFRP 基板表面に形成し、その後超精密加工技術で X 線反射に必要な表面粗度を得る技術を開発してい
る。

現在我々は、気球搭載型硬 X 線望遠鏡による天体観測を目標に、X 線望遠鏡等の大型・長尺の構造物の姿勢を制御する
汎用性の高い姿勢制御システムの研究開発を進めている。フルスケールの試験に先立つスケールモデルの検証実験とし
て、粗姿勢系のみを搭載した気球フライト実験 (BACS0) を2026年夏に実施予定であり、このBACS0には我々が開発した
ウォルターI型反射鏡を搭載する。我々は、1/8周分の反射鏡を8枚円周方向に並べることで、1周鏡の開発を行ってい
る。本講演では、本ウォルター反射鏡の開発に関して報告する。
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